
8 月 1 日は「花火の日」です。1948 年（昭和 23 年）、戦時中に禁止されていた花火が解禁されたこ

とにちなみ、1967年（昭和 42年）に制定されました。 

 夏の風物詩である線香花火は、江戸時代に生まれた日本ならではの花火です。実は線香花火には 2 種

類あります。関東で親しまれてきた「長手牡丹（ながてぼたん）」は一般的によく見る線香花火で、紙で

火薬を包んで作られたものです。火が付いている方を下に向けて楽しみます。一方、関西で親しまれて

きた「スボ手牡丹」は、約 300 年前から続く線香花火の原型です。こちらは火が付いている方を上に向

けて楽しむこともできます。どちらの線香花火も火を付けてから消えるまでに、「蕾（つぼみ）」「牡丹（ぼ

たん）」「松葉（まつば）」「散り菊（ちりぎく）」という 4 つの表情を見せます。花が咲き、勢いよく輝き、

やがて静かに散っていく様子を表した名前には、日本らしい美しい感性が感じられますね。 

今年の夏は、線香花火の美しさに注目しながら、季節の風情を楽しんでみてはいかがでしょうか。夏休

みは生活リズムが乱れがちです。花火を楽しんだ後も、寝る前の歯みがきを忘れないようにしましょう。 

 

たにもと歯科クリニック 
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たにもと歯科クリニックからのお知らせ 

 

定期検診を受けましょう 
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口腔がんとは、舌・歯ぐき・頬の内側・口の底・上あご・唇など、お口の中やその周辺にできるがん

の総称です。全てのがんの中では約 1～3％と比較的少ないものの、近年患者数が増加しています。特

に 50 歳以上で多くみられ、男性にやや多い傾向があります。 

口腔がんは、お口の中にできるため、自分の目で確認できる数少ないがんです。そのため、日頃から

お口の状態を観察し、異変に早く気付くことができれば、早期発見・早期治療につながります。 

★口腔がんの原因とは？ 

口腔がんの原因は一つではありませんが、次のような要因が発症リスクを高めることが分かっています。 

・喫煙（最も大きな危険因子） 

・過度の飲酒 

・お口の中の不衛生 

・合わない入れ歯や詰め物による慢性的な刺激 

・舌や頬を繰り返し噛んでしまうこと 

・お口の乾燥や慢性的な炎症 

特に、喫煙と飲酒を両方行っている方は口腔がんのリスクが高くなることが知られています。また、お

口の中が不衛生な状態で、細菌が増えて慢性的な炎症が続くと発症しやすくなります。 

口腔がんは、初期には痛みがほとんどないことが多く、「口内炎だろう」と思って放置してしまうこ

とがあります。治りにくい口内炎や、お口の中のしこり・腫れ、白色や赤色の変化、出血しやすい部分、

原因の分からない歯のぐらつき、舌や頬のしびれ・違和感などが見られる場合は注意が必要です。また、

飲み込みにくい、話しにくい、首のリンパ節の腫れが続くといった症状もあります。 

こうした症状が 2～3週間以上続く場合は、「痛みがないから大丈夫」と自己判断せず、早めに歯科医

院や歯科口腔外科を受診しましょう。 

★定期検診が早期発見につながります 

口腔がんは、早期に発見できれば比較的小さな手術で治療でき、食事や会話への

影響も少なく済むことが多い病気です。一方、進行すると舌やあごの広い範囲を切

除しなければならない場合があり、生活の質に大きく影響することがあります。 

歯磨きの際に、鏡を見ながら、お口全体を確認する習慣をつけましょう。「あー」

と口を開けて頬や上あごを見たり、「べー」と舌を前に出して舌の横や裏側まで観

察したりすることで、普段は気付きにくい変化を見つけられることがあります。 

定期的な歯科検診を受けることで、お口の異常を早期に発見できる可能性が高まります。 

「少し気になるけれど様子を見よう」と思わず、気になる症状が続く場合はすぐにご相談ください。

早期発見・早期治療がお口の健康を守る第一歩です。 

たにもと歯科クリニック 

知っておきたいお口の病気「口腔がん」 


